
今年、京都商工会議所の
議員改選が行われます！

令和7年度は3年に一度の京都商工会議所の議員改選の年です。
次期(任期：令和7年11月1日～令和10年10月31日) 議員の選挙・選任についてご説明します。

約12,000会員から京都経済界の代表として議員150人が選ばれ、経済・産業の発展・振興
を図るため、商工会議所運営に直接参画し、事業を企画・推進する役割を担います。任期は
3年です。商工会議所法に基づき、幅広い業種・業界から選出されるよう３通りの選出
方法があり、それぞれ「１号議員」、「２号議員」、「３号議員」と定めています。

京都商工会議所の
議員とは？

WEBサイトでは、
さらに詳しい情報をご覧いただけます。

京都商工会議所　選挙・選任

会員および特定商工業者が、
投票によって会員の中から選挙

各部会が部会（会議）を開催し、
それぞれに割り当てられた定数を部会員の中から選任
▷ 令和７年６月２日(月)から令和７年７月1１日(金)の間に開催されます。
   所属部会より開催案内が届きますので、ぜひご出席ください。

会頭が常議員会の意見を徴し、
選考委員会の意見に基づき会員の中から選任

特定商工業者に該当する事業所には、法定台帳作成の
経費の一部として年間4,000円の負担金をご協力いただ
いており、この負担金を期日までに納付いただくと、会員
であるか否かにかかわらず選挙権１個が付与されます。
これは商工会議所が会員組織の団体であるだけでなく、
地域総合経済団体としての性格を持つためです。

議員選挙
・
選任

会員でない特定商工業者にも
１号議員の選挙権があります

【 お問い合わせ 】 　
京都商工会議所 選挙委員会事務局
(会員部会員サービス課内)　
l 075-341-9760　  senkyo@kyo.or.jp

▷ 投票日は、令和7年１０月2日(木)  午前１０時より午後７時まで 
   および     令和7年１０月３日(金)  午前１０時より午後４時までの2日間です。

▷ 選挙権個数は納入される会費口数によって決まります。
   例）会費5口：10個、会費15口：24個

1号議員
定数76人

2号議員
定数52人

3号議員
定数22人

※特別会員は、本制度にかかる選挙・被選挙権、および選任・被選任資格を有しません。

VOTE
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　京
都
の
新
し
い
魅
力
や
価
値
を

創
造
・
発
信
し
、地
域
の
活
性
化

や
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
う
法
人
・
団
体
・
個

人
等
を
表
彰
す
る「K

Y
O
T
O
 

N
ext A

w
ard

」。2
0
2
3
年
に

実
施
し
た
第
１
回
で
は
、最
優
秀

賞
を
株
式
会
社R

E-SO
C
IA
L

が
、優
秀
賞
を
一
般
社
団
法
人

ア
ー
ツ
シ
ー
ド
京
都
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

　受
賞
後
は
広
報
支
援
や
販
路
・

協
業
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を

通
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　第
２
回
と
な
る「K

Y
O
T
O
 

N
ext A

w
ard 2025

」の
募
集

を
１
月
21
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

京
都
を
愛
す
る
皆
様
か
ら
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

未来の京都ブランドを創り出す
新たな担い手を募集！

特集 2

募集開始!
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メーカーや小売、卸売業者、金融機関、支援機関等、
約150名のオーディエンスに対してプレゼンする
「京商イブニングピッチ」への登壇や、小売事業者との
商談会等を通じて、新たな販路・協業先開拓を支援
しました。

第18回京商イブニングピッチ（2024/10/30）

販
路
・
協
業
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ

“地域の取り組みを京都のブランドに”
株式会社 RE-SOCIAL最優秀賞

広
報
支
援

表彰式では、動画上映や受賞者と選考委員とのトー
クセッションを通じて、受賞者の事業内容を紹介
し、その様子がマスコミ等で大きく報道されました。
また京都商工会議所会報やSNS等を通じて、継続的
な広報支援を行いました。

KYOTO Next Award 2023　表彰式（2023/10/16）

代表取締役

笠井 大輝 氏

受
賞
後
、外
部
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
よ
り
、ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
成
長
戦
略
、E
C
で

の
販
売
拡
大
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
い

た
だ
き
、こ
れ
ま
で
自
社
だ
け
で
は

手
が
届
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
着
手

で
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
取
り
組

み
を
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、弊

社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る「
獣
害
対

策
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
鹿
の

1
0
0
％
有
効
活
用
」を
全
国
に
拡

大
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
京
都
で
精
進
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

受賞者概要

鹿肉専門やまとある工房
～無益な殺傷から有益な経済活動へ～

2019年

京都府相楽郡笠置町

飲食店（鹿肉）、鹿肉（卸）（小）、
ペットフード事業

事 業 名

創 業

住 所

業 種

GOOD NATURE STATION
ERUTAN Restaurant/Bar

料理長

中林 身江さん
相楽郡 鹿肉のロースト ブルーベリーソース

当
店
は
京
都
の
食
材
を
メ
イ
ン
に「
京
イ

タ
リ
ア
ン
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

R
E-SO

C
IA
L

さ
ん
の
新
鮮
で
臭
み
が
な

く
柔
ら
か
い
鹿
肉
は
、前
菜
・
パ
ス
タ
・
メ

イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
等
、ど
の
料
理
で
も
主

役
に
な
り
ま
す
。初
め
て
鹿
肉
を
食
べ
た

方
、鹿
肉
が
苦
手
な
方
ま
で「
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
」「
一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は

鹿
の
料
理
」と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
理
念
や
彼
ら
の
人
柄
、熱
意
を
料

理
人
と
し
て
心
か
ら
尊
敬
し
て
お
り
、

今
後
も
鹿
肉
料
理
の
提
供
を
通
し
て

R
E
-SO

C
IA
L

さ
ん
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

京都ハンナリーズ

髙橋 弦さん
試合会場での鹿肉ジャーキーの販売

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
で
は
、府
内
各
地

で
環
境
保
全
活
動
や
社
会
課
題
解
決
の

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む「N

EKO
NOTE

PRO
JEC

T

」を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の

中
でR

E
-S
O
C
IA
L

さ
ん
と
出
会
い

「
ジ
ビ
エ
の
消
費
拡
大
に
よ
る
獣
害
被

害
の
解
決
」と
い
う
理
念
に
共
感
す
る

と
と
も
に
、「
鹿
肉
の
お
い
し
さ
」を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
試
合
会
場
で
「
燻
製
鹿
肉

ジ
ャ
ー
キ
ー
」の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
と
し
て
多
く

の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

受賞とその後の支援を振り返って

応援コメント 01応援コメント 02応援コメント 01応援コメント 02

“芸術とビジネスのコラボレーションを加速”
一般社団法人アーツシード京都優秀賞

代表理事

あごう さとし 氏

表
彰
式
や
京
商
イ
ブ
ニ
ン
グ
ピ
ッ

チ
で
の
連
携
・
協
業
先
の
開
拓
、劇
場

へ
の
寄
付
や
支
援
を
募
る
た
め
の

外
部
専
門
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
等
、多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
、受
賞
前
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
企
業
経
営
者
や
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
ご
縁
を
大

切
に
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
芸
術

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
加
速
さ
せ
、京
都
か
ら
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

受賞者概要

THEATRE E9 KYOTO 劇場
～100年続く小劇場を京都に～

2017年

京都市南区

芸術の創造、普及、継承
及び育成、小劇場の運営

事 業 名

創 業

住 所

業 種

太秦江戸酒場のパフォーマンス

K
YO
T
O
 N
ext A

w
ard

の
表
彰
式
で

ご
縁
を
い
た
だ
き
、あ
ご
う
さ
ん
に
夜

間
特
別
イ
ベ
ン
ト「
太
秦
江
戸
酒
場
」の

野
外
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
演
出
を
お
願

い
し
ま
し
た
。俳
優
の
力
を
引
き
出
し
、

魂
揺
さ
ぶ
る
台
詞
回
し
や
、家
屋
セ
ッ
ト

の
２
階
を
活
か
し
た
多
面
的
な
空
間
構

成
等
、重
厚
な
演
出
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。海
外
で
は「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」が

注
目
ワ
ー
ド
と
聞
き
ま
す
。ジ
ャ
ン
ル
や

国
境
の
壁
を
超
え
た
京
都
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コミュニティ・バンク京信

榊田 隆之さん
東映太秦映画村

洲崎 哲嘉さん
5周年記念シンポジウムに登壇する
京信・廣瀬理事（中央）

ア
ー
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま

り
、文
化
的
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

で
、交
流
が
始
ま
る
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
ア
ー
ト
は
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。同
社
は「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

減
少
」と
い
う
社
会
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、創
作
発
表
の
場
や
機
会
を
提

供
す
る
等
の
創
造
活
動
支
援
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

多
様
な
芸
術
作
品
が
文
化
・
芸
術
の
街

で
あ
る
京
都
を
支
え
て
い
ま
す
。今
後

と
も
ア
ー
ツ
シ
ー
ド
京
都
さ
ん
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

受賞とその後の支援を振り返って

関係者を招き今後のビジョンを発表する記念イベント
の企画やECサイトにおける販路拡大（RE-SOCIAL）、
クラウドファンディングの制度設計と募集支援（アーツ
シード京都）等、外部専門家とともに、受賞者のブランド
化に向けた戦略づくりをサポートしました。

RE-SOCIAL創業５周年感謝祭（2024/11/27）

撮影：其田有輝也

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り

会
員
企
業
等
に
向
け
た
事
業
P
R

京都南部地域の企業・行政関係者等が参画する「京
都南部創造文化講演会」で、アーツシード京都の取り
組みをPR。また部会の集まり等でも登壇の機会を
設ける等、さまざまな事業を活用し受賞者の事業を
PRしました。

京都南部創造文化講演会（2024/1/24）

受
賞
特
典
・
サ
ポ
ー
ト
例
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メーカーや小売、卸売業者、金融機関、支援機関等、
約150名のオーディエンスに対してプレゼンする
「京商イブニングピッチ」への登壇や、小売事業者との
商談会等を通じて、新たな販路・協業先開拓を支援
しました。

第18回京商イブニングピッチ（2024/10/30）

販
路
・
協
業
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ

“地域の取り組みを京都のブランドに”
株式会社 RE-SOCIAL最優秀賞

広
報
支
援

表彰式では、動画上映や受賞者と選考委員とのトー
クセッションを通じて、受賞者の事業内容を紹介
し、その様子がマスコミ等で大きく報道されました。
また京都商工会議所会報やSNS等を通じて、継続的
な広報支援を行いました。
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後
、外
部
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
よ
り
、ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
成
長
戦
略
、E
C
で

の
販
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ォ
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だ
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、こ
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ま
で
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だ
け
で
は

手
が
届
か
な
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っ
た
と
こ
ろ
に
着
手

で
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
取
り
組

み
を
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、弊

社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る「
獣
害
対

策
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
鹿
の

1
0
0
％
有
効
活
用
」を
全
国
に
拡

大
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
京
都
で
精
進
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

受賞者概要

鹿肉専門やまとある工房
～無益な殺傷から有益な経済活動へ～

2019年

京都府相楽郡笠置町

飲食店（鹿肉）、鹿肉（卸）（小）、
ペットフード事業

事 業 名

創 業
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GOOD NATURE STATION
ERUTAN Restaurant/Bar

料理長

中林 身江さん
相楽郡 鹿肉のロースト ブルーベリーソース

当
店
は
京
都
の
食
材
を
メ
イ
ン
に「
京
イ

タ
リ
ア
ン
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

R
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C
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さ
ん
の
新
鮮
で
臭
み
が
な

く
柔
ら
か
い
鹿
肉
は
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菜
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パ
ス
タ
・
メ

イ
ン
デ
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ッ
シ
ュ
等
、ど
の
料
理
で
も
主

役
に
な
り
ま
す
。初
め
て
鹿
肉
を
食
べ
た

方
、鹿
肉
が
苦
手
な
方
ま
で「
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
」「
一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は

鹿
の
料
理
」と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
理
念
や
彼
ら
の
人
柄
、熱
意
を
料

理
人
と
し
て
心
か
ら
尊
敬
し
て
お
り
、

今
後
も
鹿
肉
料
理
の
提
供
を
通
し
て

R
E
-SO

C
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L

さ
ん
の
素
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ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

京都ハンナリーズ

髙橋 弦さん
試合会場での鹿肉ジャーキーの販売

京
都
ハ
ン
ナ
リ
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で
は
、府
内
各
地

で
環
境
保
全
活
動
や
社
会
課
題
解
決
の

サ
ポ
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ト
に
取
り
組
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EKO
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PRO
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」を
進
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て
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ま
す
。そ
の

中
でR

E
-S
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IA
L

さ
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と
出
会
い

「
ジ
ビ
エ
の
消
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拡
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に
よ
る
獣
害
被

害
の
解
決
」と
い
う
理
念
に
共
感
す
る

と
と
も
に
、「
鹿
肉
の
お
い
し
さ
」を
よ

り
多
く
の
方
に
知
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て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
試
合
会
場
で
「
燻
製
鹿
肉

ジ
ャ
ー
キ
ー
」の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。ビ
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ル
の
お
つ
ま
み
と
し
て
多
く

の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

受賞とその後の支援を振り返って
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“芸術とビジネスのコラボレーションを加速”
一般社団法人アーツシード京都優秀賞

代表理事

あごう さとし 氏

表
彰
式
や
京
商
イ
ブ
ニ
ン
グ
ピ
ッ

チ
で
の
連
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・
協
業
先
の
開
拓
、劇
場

へ
の
寄
付
や
支
援
を
募
る
た
め
の

外
部
専
門
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ル

テ
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グ
等
、多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
、受
賞
前
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
企
業
経
営
者
や
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
ご
縁
を
大

切
に
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
芸
術

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
加
速
さ
せ
、京
都
か
ら
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

受賞者概要

THEATRE E9 KYOTO 劇場
～100年続く小劇場を京都に～

2017年

京都市南区

芸術の創造、普及、継承
及び育成、小劇場の運営

事 業 名

創 業

住 所

業 種

太秦江戸酒場のパフォーマンス

K
YO
T
O
 N
ext A

w
ard

の
表
彰
式
で

ご
縁
を
い
た
だ
き
、あ
ご
う
さ
ん
に
夜

間
特
別
イ
ベ
ン
ト「
太
秦
江
戸
酒
場
」の

野
外
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
演
出
を
お
願

い
し
ま
し
た
。俳
優
の
力
を
引
き
出
し
、

魂
揺
さ
ぶ
る
台
詞
回
し
や
、家
屋
セ
ッ
ト

の
２
階
を
活
か
し
た
多
面
的
な
空
間
構

成
等
、重
厚
な
演
出
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。海
外
で
は「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」が

注
目
ワ
ー
ド
と
聞
き
ま
す
。ジ
ャ
ン
ル
や

国
境
の
壁
を
超
え
た
京
都
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コミュニティ・バンク京信

榊田 隆之さん
東映太秦映画村

洲崎 哲嘉さん
5周年記念シンポジウムに登壇する
京信・廣瀬理事（中央）

ア
ー
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま

り
、文
化
的
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

で
、交
流
が
始
ま
る
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
ア
ー
ト
は
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。同
社
は「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

減
少
」と
い
う
社
会
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、創
作
発
表
の
場
や
機
会
を
提

供
す
る
等
の
創
造
活
動
支
援
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

多
様
な
芸
術
作
品
が
文
化
・
芸
術
の
街

で
あ
る
京
都
を
支
え
て
い
ま
す
。今
後

と
も
ア
ー
ツ
シ
ー
ド
京
都
さ
ん
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

受賞とその後の支援を振り返って

関係者を招き今後のビジョンを発表する記念イベント
の企画やECサイトにおける販路拡大（RE-SOCIAL）、
クラウドファンディングの制度設計と募集支援（アーツ
シード京都）等、外部専門家とともに、受賞者のブランド
化に向けた戦略づくりをサポートしました。

RE-SOCIAL創業５周年感謝祭（2024/11/27）

撮影：其田有輝也

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り

会
員
企
業
等
に
向
け
た
事
業
P
R

京都南部地域の企業・行政関係者等が参画する「京
都南部創造文化講演会」で、アーツシード京都の取り
組みをPR。また部会の集まり等でも登壇の機会を
設ける等、さまざまな事業を活用し受賞者の事業を
PRしました。

京都南部創造文化講演会（2024/1/24）

受
賞
特
典
・
サ
ポ
ー
ト
例
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対　象　
法人、団体、個人およびその商品や技術、サービス

等で、以下の各項目に該当するもの。

（１）京都の新たなブランド構築や課題解決のため

　　の取り組みを行っていること。

（２）活動拠点が京都府内にあり、今後も府内での

　　活動を想定していること。

審査基準
（１）未来について

未来の京都を創る、もしくは未来の京都ブランドと

なる可能性を有する取り組みであるか。

（２）課題解決について

社会や業界の課題、身近な不便・不具合を解消・解

決する決意と遂行力があるか。

（３）京都について

京都(地域)に対する想い、または文化や歴史に

対する理解や潜在的な可能性を有しているか。

表　彰
最優秀賞１件、優秀賞２件程度
※その他、特別賞を設けることがあります。

受賞特典
● ブランド化サポート資金　総額400万円
①奨励金　総額200万円

②支援金　総額200万円
※京都府・京都市の予算編成の状況により変更する場合があります。

● 広報支援
● マッチング支援

主　催　
京都ブランド推進連絡協議会　表彰委員会

委員長
委 員
委 員

堀場　   厚
西脇　隆俊
松井　孝治

（京都商工会議所会頭）
（京都府知事）
（京都市長）

スケジュール（予定）
【令和７年（2025）】

１月21日（火）　   募集開始

４月11日（金）　   応募締切

５月　　　　　    一次審査（書面審査）

６月　　　　　    公開調査（オンライン）

７月～８月　　　 二次審査（プレゼン審査）
９月～　　　　　 表彰式、受賞者支援開始

【令和８年（2026）】

３月～１２月　　  ブランド化支援

       

募集概要

受賞者を総額４００万円でサポート

エントリー募集中！

応募方法
公式ホームページにて「募集要項」を

確認の上、申請用紙をダウンロードして、

ご応募ください

（https://kyoto-nextaward.kyo.or.jp/）

お問い合わせ
京都ブランド推進連絡協議会

〒600-8565　京都市下京区四条通室町東入
　　 　　　   京都経済センター７階
京都商工会議所　産業振興部内

l 075-341-9773　　shinkou@kyo.or.jp

4月11日（金）
まで
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新
入
社
員
研
修

vol.14

次回は

をご紹介します
採用戦略

京都商工会議所では新入社員研修を開催しています。人財育成に関するご相談や各社の
経営課題に寄り添った研修プランのご提案も行っております。ぜひご利用ください。

  https://www.kyo.or.jp/jinzai/　
【 お問い合わせ 】 　会員部 研修事業課（京商ビジネススクール事務局）　
l 075-341-9762　　  jinzai@kyo.or.jp

経
営
者
の
た
め
の
人
財
育
成
通
信

※
人
材
を
財
産
と
捉
え
る
意
図
に
よ
り“
人
財”

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　春
に
新
入
社
員
を
迎
え
る
企
業
で
は

研
修
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。で
は
、そ
の
研
修
の
目
的
を
何
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　新
入
社
員
研
修
の
目
的
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、社
会
人
と
し
て
の
基
本
的

な
マ
ナ
ー
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
、

会
社
の
基
本
的
な
業
務
に
つ
い
て
理
解
す

る
内
容
が
一
般
的
で
す
。こ
れ
ら
は
も
ち

ろ
ん
重
要
で
す
が
、加
え
て
、定
着
率
の

向
上
も
意
識
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　新
規
高
卒
・
大
学
卒
就
職
者
の
３
人

に
1
人
以
上
が
就
職
後
３
年
以
内
に
離

職
し
て
い
る
今
、定
着
率
向
上
は
、企
業

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。新
入
社
員

研
修
は
、こ
の
課
題
解
決
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。適
切

な
研
修
で
新
入
社
員
が
組
織
に
ス
ム
ー

ズ
に
馴
染
み
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保

ち
な
が
ら
一
早
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
ら
で
す
。

新
入
社
員
研
修
の

目
的
は
？

　で
は
、ど
の
よ
う
な
新
入
社
員
研
修
が

効
果
的
で
し
ょ
う
か
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
絶

対
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、受
講
す
る
新
入
社

員
の
成
長
に
合
わ
せ
た
段
階
的
な
設
計

が
重
要
で
す
。

　例
え
ば
、入
社
直
後
に
は
基
本
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
来
客
・
電
話
・
メ
ー
ル
の

応
対
ス
キ
ル
、社
会
人
と
し
て
の
仕
事
へ
の

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。そ
の

後
入
社
3
カ
月
か
ら
1
年
の
間
、定
期
的

に
成
長
度
合
い
に
合
わ
せ
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
す
。入
社
直
後

の
研
修
の
復
習
や
入
社
か
ら
現
在
ま
で
の

振
り
返
り
、業
務
を
行
う
上
で
の
課
題
や

改
善
点
の
把
握
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
作
成

等
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
成
長
と
自
立
を

促
す
こ
と
が
効
果
的
で
し
ょ
う
。

　も
ち
ろ
ん
、定
着
率
向
上
が
研
修
の
み

で
全
て
カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。で
す
が
、仕
事
内
容
や
働
き
方
の

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
も
、モ
チ
ベ
ー

適
切
な
新
入
社
員
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は

（  ）内は
前年差増減

※厚生労働省データ引用　新規学卒就職者の離職状況(令和３年３月卒業者)
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000177553_00007.html

令和３年３月卒業の
新規学卒就職者　

シ
ョ
ン
を
下
げ
、早
期
離
職
に
つ
な
が
る

原
因
の
一
つ
と
な
る
こ
と
か
ら
、業
務
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
て
る
よ
う
研

修
を
意
識
的
に
組
む
こ
と
は
間
違
い
な

く
有
効
な
手
段
で
す
。

　新
入
社
員
研
修
の
目
的
を
改
め
て
考

え
設
定
す
る
こ
と
で
、新
入
社
員
の
成
長

に
加
え
定
着
率
向
上
等
、副
次
的
な
効
果

も
期
待
で
き
る
の
で
、今
一
度
自
社
の
研

修
目
的
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

就職後     ３    年以内離職率　
中学

50.5％
（▲ 2.4Ｐ）

高校

38.4％
（＋1.4Ｐ）

短大等

44.6％
（＋2.0Ｐ）

大学

34.9％
（＋2.6Ｐ）

ビジネス
マナー

来客・電話・
メールの
応対スキル

仕事への
向き合い方
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